
トンネル工事に際して、亜炭採掘跡の空洞への対応はどのように考えていますか。

• これまで実施した地質調査の結果、採掘跡の空洞があると想定される亜炭層と、中れまで実施した地質調査の結果、採掘跡の空洞があると想定される亜炭層と、中
央新幹線のトンネルとは離れております。なお、この地質調査では採掘跡の空洞は
確認できませんでした。

• また 計画しているシールド工法は発生する振動が小さいこと 非常に深い地盤をまた、計画しているシ ルド工法は発生する振動が小さいこと、非常に深い地盤を
通過すること、さらに、付近の地層を構成している東海層群や亜炭層自体が強固な
地盤であることから、工事による振動の影響はないものと考えております。

• またシールド工法は 水に対して密閉された構造であるため 採掘跡の空洞を満た• またシールド工法は、水に対して密閉された構造であるため、採掘跡の空洞を満た
していると想定される地下水を引き込むこともないと考えております。

• 今後、さらに地質調査を実施するとともに、トンネル近傍の空洞への対応としては、
必要に応じてトンネル掘削時にトンネル前方の空洞を調査することや 必要に応じて

亜炭採掘跡が存在すると想定される区間

必要に応じてトンネル掘削時にトンネル前方の空洞を調査することや、必要に応じて
充填工法などを考えています。
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亜炭採掘跡の空洞について、文献に深さ５０ｍ以上の立坑の記載があり、トンネル
近傍にも空洞がありませんか。

• 計画路線周辺の亜炭採掘跡に関する調査結果として、主要炭鉱分布図、資料編の
調査結果、及び関係自治体によるボーリング調査の結果を評価書に記載しておりま
す。

• この内、資料編の調査結果の中には、高蔵寺町誌の内容を抜粋して記載しており、
立坑につきましては、深さが最大５３ｍの立坑を記載しております。

• また 亜炭採掘跡が存在すると想定される区間におけるトンネルの深さは 地表か• また、亜炭採掘跡が存在すると想定される区間におけるトンネルの深さは、地表か
ら６０～１００ｍで計画しています。

• このため、トンネルの工事及び鉄道施設（トンネル）存在に係る影響の予測結果は、
評価書調査結果である既往文献記載の最大５３ の深さの立坑も踏まえて 「路線評価書調査結果である既往文献記載の最大５３ｍの深さの立坑も踏まえて、「路線
は、大深度地下トンネルとなり、既往文献や調査により想定される採掘跡の空洞の
深さよりも深いところを通過すると考える。」と予測しています。

評価書 も記載 通り さら ネ 事実施前 は 綿密な空洞調査を行• 評価書にも記載の通り、さらに、トンネル工事実施前には、綿密な空洞調査を行い、
必要に応じて対策を講じることとしており、地盤沈下はないものと予測しています。

出典；評価書資料編



工事の排水はどのように内津川などに排出しますか。

建設工事に伴い発生する排水は 発生水量を考慮した処理能力を備えた濁水処理• 建設工事に伴い発生する排水は、発生水量を考慮した処理能力を備えた濁水処理
設備を設置し、各自治体において定められた排水基準等に従って適切に処理したう
えで、基本的には河川等の公共用水域に放流する計画です。

ま 水道が整備され 域 きま 今後 係 政機 整 う• また、下水道が整備された地域におきましては、今後、関係行政機関との調整のう
え、下水道への放流の検討を進めてまいります。

濁水処理装置の設置の例
「株式会社楢崎製作所ＨＰ」より



名古屋駅での、中央新幹線と東海道新幹線との乗り換えについては、どのように計
画していますか。また、改札口はどこに出来ますか。

• 名古屋駅の乗換などの設備計画につきましては、現在、検討を深度化しているとこ
ろです。

• 中央新幹線名古屋駅は、現在の東海道新幹線名古屋駅の北側コンコース付近に結
節し、大阪開業が実現するまでの間、名古屋駅で中央新幹線と東海道新幹線との
乗り換えになりますので、約３０ｍの高低差にて、スムーズに乗り換えできることを重
視して、エスカレータやエレベータの設備計画などを深度化してまいります。

• また、中央新幹線の改札口は、現在の東海道新幹線の北口改札を活用することを
基本として、検討を深度化してまいります。

名古屋駅

西側 東側（品川方）

東海道新幹線東海道新幹線
在来線

中央コンコース新幹線北口改札

新幹線南口改札

※水色の線は、概ねの範囲を示しており、詳細な範囲は、今後の現地測量と設計により確定します。



名古屋駅の西側・東側の工事は、いつから始めるのですか。

• 名古屋駅西側・東側につきましては、事業説明会以降、現地に測量に入らせていた名古屋駅西側 東側に きましては、事業説明会以降、現地に測量に入らせて た
だき、線路の中心線測量などを行います。

• その後、27年度には、中央新幹線の事業に必要な土地の権利を有する皆様に、用
地説明を行います。地説明を行います。

• 用地説明の後は、個別に用地測量や補償内容の説明を行い、用地取得に必要な契
約の手続きを行います。

工事工程表（名古屋駅）

駅西側、駅東側

⑧ 今後の進め方・予定

【用地取得を伴う範囲】
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※工事計画は現時点の計画であり、変更の可能性があります


